
 

        
 

岐阜大学教職大学院は、学校現場の実践や開発に即戦力として貢献する高

度な教育専門職を養成する専門職大学院です。平成20年度に設置、教育委

員会と連携して、スクールリーダーの養成に取り組んできました。平成29

年度より、学校や地域のニーズに応じて、新しい教職大学院になりました。 

岐阜大学教職大学院（定員２５名） 

 

 

  

 

 

○全国初の学校管理職養成コース 

新しい学校づくりを牽引し、岐阜県の未来を担うリーダーを養成します。自律的お

よび協働的な学校運営を推進できる学校マネジメント力を身に付けたい現職教員を

求めます。学校経営、学校改善、学校評価、危機管理等を学ぶ講義と、教育行政や

学校経営実習を通して、学校管理職に必要な力量を形成します。 

○教育実践開発コース 

◆学校の中堅、地域の中核となるミドルリーダーを養成します。授業開発、教育臨

床、特別支援教育に関する高度な課題解決力を身に付けたい現職教員を求めます。   

勤務しながら夜間・遠隔科目を学び、長期履修で自分のペースで学修できます。 

◆学校で活躍できる新人教員を養成します。学部段階の教職能力の上により高度な

実践力を身に付けたい学部卒業者を求めます。最新情報を学ぶ講義と学校での実習

や実践研究により、教育実践力を向上させます。 

☆問い合わせ先     岐阜大学教育学部総務係 058-293-220２ 

ホームページ      http://www.ed.gifu-u.ac.jp/kyoshoku/index.html 

    岐阜大学教職大学院 案内 
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※ 修了生125名が証明しています！⇒ 
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より多くの先生方が学べる「教育実践開発コース」 
○「教育実践開発コース」は昼間開講カリキュラムと夜間開講カリキュラムの両方を準備していま

す。現職の先生方が勤務しながら最新の教育情報を学修できます。 

○従来の「授業開発，教育臨床実践，特別支援教育」のコースを統合し，高度な課題解決能力を形成

するためのカリキュラムを組んでいます。 

○修了後は「教職修士」の学位と専修免許状（１種免許状取得の場合）が授与されます。 

教職大学院について 
Ｑ１：教職大学院では，どんな学修ができるのですか？ 

Ａ１：「教育実践開発コース（夜間開講）」では，ミドルリーダーとして活躍するための力量を形成し

ます。授業開発や教育課程改善，教育臨床問題，特別支援教育など，あなたの課題を解決するこ

とを目指して学修します。 

Ｑ２：「夜間開講」の講義は，毎日あるのですか？何時から始まるのですか？ 

Ａ２：週３日間で，６時間目（18:10～19:40）と７時間目（19:50～21:20）に講義を受けます。 

Ｑ３：教職大学院の入試はどんな内容ですか？ 

Ａ３：Ａ入試【筆記試験（教育学，英語，選択科目），口述試験】とＢ入試【筆記試験（教育学，小論

文，選択科目），口述試験】のどちらかを選択して受験します。 

Ｑ４：詳しい内容を知るにはどうしたらいいのですか？ 

Ａ４：入試説明会にお越しください。また，下記担当者へ気軽に連絡ください。 

  ☆入学説明会 ：ホームページで説明動画を公開中 

  ☆入学試験  ：２月６日（土） 

  ☆問い合わせ先：岐阜大学教育学部総務係 058-293-220２ 

   ホームページ：http://www.ed.gifu-u.ac.jp/kyoshoku/index.html 

○学校管理職養成コース 
 

・学校マネジメント力を身に付けたい
現職教員 

・どうしたら学力向上できるの？ 

・学級経営をうまくするには･･･ 

・いじめ対策はどうすればいいの？ 

・これからの道徳はどうなるの？ 

・特別支援教育を学びたいけど･･･ 

○教育実践開発コース 
 
・教育実践力を向上させたい現職教員 
・高度実践力を身に付けたい学部卒者 

教職大学院で 

学んでみよう！ 

その課題，教職大学院で解決しませんか？ 

http://www.ed.gifu-u.ac.jp/kyoshoku/index.html
http://www.ed.gifu-u.ac.jp/kyoshoku/index.html

